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ご覧いただきありがとうございます。

この動画では、筑波⼤学の⼤学院に⼊学された⽅に向けて、筑波⼤学附属図書館の概要や、
図書館で利⽤できるサービスをご紹介します。

内容ごとに5つのパートに分かれていますので、必要なところだけご覧いただくこともできます。
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それでは、筑波⼤学附属図書館の利⽤についてのご案内をします。
筑波⼤学附属図書館の特徴や、Webページについて⾒ていきましょう。

4



まず、図書館の構成からお話します。
今回は中央図書館をメインにご説明しますが、筑波⼤学には、中央図書館のほかに、体育・芸術図書館、
医学図書館、図書館情報学図書館と、東京の⼤塚図書館、全部で５つの図書館があります。

皆さんは、どこの図書館も同じように利⽤できます。
図書館に⼊るときや、貸出を受けるときは学⽣証が必要なので、図書館にいらっしゃるときは必ずお持ちください。
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筑波⼤学附属図書館の特徴ですが、蔵書数は約273万冊で、
うち中央には約194万冊が所蔵されています。

延べ床⾯積は約3万㎡、中央図書館だけでも1万9千㎡強あります。

国⽴⼤学では⼤変珍しい全⾯開架⽅式です。貴重書など特殊なものを除いて、
ほぼ全ての図書を⾃由に⼿に取ってご覧いただけます。
若⼲の例外はありますが、いわゆる研究室図書室はなく、原則的には全ての図書が図書館にあります。

先ほどもご案内しましたが、中央図書館と4つの専⾨図書館で構成されています。
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中央図書館のゲートは駅の改札と同じで、利⽤証をゲートにタッチすれば開きます。

皆さんの持っている学⽣証が図書館の利⽤証です。ただし、駅の改札のようにすぐには開かないので、
学⽣証をICリーダーに確実にタッチしてください。
学⽣証を忘れてしまった場合は、カウンターの職員にお声をかけてください。
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それでは、図書館のホームページを⾒てみます。
これが、図書館のトップページです。
Googleなどで「筑波⼤学附属図書館」を検索すると最初にヒットすると思います。
ページの⼀番上には、様々なコンテンツへのメニューがあります。
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右側の中段に、論⽂情報や筑波⼤学の蔵書を調べる「Tulips Search」の検索窓があります。
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左側の中段には、個⼈向けサービスを利⽤するためのリンクがあります。
ログインして使える個⼈向けのサービスが「マイライブラリ」にまとまっています。

よく使うものは「5．個⼈向けサービス・施設利⽤について」の動画でご説明します。
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図書館のサービスを受けるのに必要なIDとパスワードについて説明します。
IDは学⽣証の裏にあるバーコードの番号13桁です。
パスワードは、「全学統⼀認証システム」のパスワードです。TWINSや全学計算機システムと共通です。

統⼀認証のパスワードが分からなくなってしまったら、レファレンスデスクで再発⾏できますので学⽣証をお持ちください。
筑波地区の図書館では、レファレンスデスクの対応時間は、平⽇9時から17時までです。
⼟⽇祝⽇は対応できません。
なお、⼤塚図書館では、対応時間が異なりますのでご注意ください。
詳細はWebページでご案内しています。
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次の動画では、図書の検索や予約など、主に本を探す、本を借りる⽅法と、
雑誌や論⽂を探す⽅法についてご説明します。
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この動画では、図書の検索や予約の⽅法、論⽂や雑誌の検索⽅法についてご説明します。
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Tulips Searchでは、学内で所蔵している図書や雑誌、個別の論⽂の情報など、
さまざまな形態の資料を⼀度にまとめて探すことができます。

探したい資料がはっきり決まっていない場合や、漠然としたテーマで検索するときに便利です。
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今回は例として、「動物解剖学」という本を探してみます。
タイトルの⼀部分のキーワードで検索しても⼤丈夫です。

検索結果が表⽰されたら、⼊⼿⽅法を確認します。
「⼊⼿⽅法」が「図書館」となっている場合は附属図書館に所蔵があり、
「オープン」となっている場合は、Webから無料で⾒られる可能性があります。
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Tulips Searchでは、学内にある資料とオープンアクセスの資料を探すのが
デフォルトになっています。

学内にある本を探す場合には、「学内の図書・雑誌」をクリックします。
読みたい本のタイトルをクリックし、所蔵館を選ぶと詳細画⾯に進みます。
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筑波⼤学附属図書館で所蔵している資料だけを探したい場合は、
蔵書検索（OPAC）を使うのがお勧めです。
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検索画⾯に、キーワードやタイトルを⼊⼒して検索します。
今回の例では、タイトルがはっきりわかっているので「タイトル」に⼊⼒していますが、
キーワードや著者で探すこともできます。
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検索結果が表⽰されたら、
⾒たい図書のタイトルをクリックすると詳細画⾯にすすみます。
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Tulips Searchでは所蔵館、OPACではタイトルをクリックすると、詳細画⾯が表⽰されます。

まずは「状況」の欄を確認します。
本棚に本があるときは、空欄になっています。本が貸出中のときは「貸出中」と表⽰されます。
図書館の本は、請求記号順に本棚に並んでいるので、必ず請求記号をメモします。
請求記号は同じものがたくさんあるので、図書のタイトルや資料IDも⼀緒にメモすることをお勧めします。
所在名、この場合「中央」の⽂字をクリックすると館内マップが表⽰されますので、それを参考に本を探しに⾏きます。

⼤学院⽣は20冊まで3週間借りることができます。学⽣証を使って、
⾃動貸出機やメインカウンターで⼿続きをしてください。
返却期限に遅れると、遅れた期間の分だけ本を借りられなくなったり、
予約をかけられなくなったりするペナルティがつきます。
詳しくは、図書館利⽤案内に説明がありますので、ご確認ください。
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貸出中の本には予約をかけることができます。
また、⼤塚図書館や医学図書館など他の専⾨図書館で所蔵している図書も、
いつも利⽤している図書館で受け取ることができます。
「予約・取り寄せ」ボタンからお申し込みください。

予約および他の図書館からの取り寄せは、あわせて⼀度に5冊まで可能です。
ただし、図書館間の取り寄せには時間がかかりますので、
お急ぎの場合は、直接所蔵館に⾏って貸出を受けてください。
なお、借りた本はどこの図書館に返却しても⼤丈夫です。

次は論⽂や雑誌を検索して、図書館で⼊⼿する⽅法をご説明します。
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ある論⽂の参考⽂献に、例のような記述があったとします。

図書館にあるか調べたいとき、OPAC（蔵書検索）で調べる場合は、
雑誌のタイトルを⾒て掲載誌を図書館で持っているかどうかを調べますが…
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Tulips Search では、論⽂名、著者名等からも探せます。
この例では論題の「After Postmodernism」で検索しています。
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緑⾊の「オープン」のアイコンがあったらクリックしてください。
これはオンラインで読める可能性があるしるしです。
それぞれのリンクボタンをクリックして表⽰されるWebページの中に、
「本⽂リンク」や「PDF」、「Full Text」の表⽰があったら、
そのリンクをクリックして本⽂を読むことができます。
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次に中央公論に掲載されているこの論⽂を探す場合。
Tulips Searchで探したけれど、「オープン」の表⽰がありません。
こんなときもタイトル部分をクリックしてください。
表⽰されたリンクの中からTulips Linkerを選んでクリックすると、
紫⾊のTulips Linkerのページに移動します。
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Tulips Linkerは求める資料を⼊⼿するためのツールを集めたページです。

オンラインで⼊⼿できない場合、「筑波⼤学附属図書館OPAC」のリンクをクリックし、
筑波⼤学でその雑誌を持っているか確認します。この雑誌は所蔵していることが分かりましたね。

もし筑波⼤学に所蔵がない場合は、他の⼤学・機関から取り寄せることができます。
これは有料のサービスとなります。

今回は所蔵していることが確認できたので、OPACの情報を確認します。

OPACの⼀覧に移動したらタイトルの部分をクリックすると
詳細表⽰に移動します。
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雑誌を探すポイントは「所蔵巻号」です。
詳細画⾯には所蔵している巻号の詳細が表⽰されています。
所蔵巻号を⾒ると、持っている巻はとびとびですが、
今探している 128巻12号 は所蔵していることがわかります。

中央図書館の雑誌は分野で分類されているので、必ず請求記号をメモしていただき、
所在名をクリックします。

なお、雑誌は製本されていたり、資料室に貸し出されていることがあります。
その状況は詳細画⾯の下の⽅に表⽰される巻号情報から確認できます。

28



所在をクリックすると、このように雑誌がどこに置いてあるか説明する⽂章が表⽰されます。
雑誌は、年代によって置いてある場所が違います。
いま探しているのは2000年出版の巻なので、新館3階にあることがわかります。
さらに、「新館3階」の⽂字をクリックすると、置いてある場所の地図を表⽰することができます。
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次の動画では、データベースや電⼦リソースの利⽤⽅法についてご説明します。
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この動画では、データベースや電⼦ジャーナルなどの使い⽅をご説明します。
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Tulips Searchの検索窓の下にある「データベース」のリンクをクリックすると、
学習や研究に役に⽴つデータベースの⼀覧が表⽰されます。
データベース⼀覧の「i」のアイコンをクリックすると、各データベースの利⽤条件が確認できます。

この中で、利⽤範囲欄に「学内」とあるものは筑波⼤学内からしか利⽤できないのですが、
「R」のアイコンがあるものは、リモートアクセスが可能です。
このアイコンをクリックしてログインすると、ご⾃宅など学外のPCからでも、
学内と同じようにデータベースを使うことができます。
なおリモートアクセスを使うときは、VPN接続を切る必要がありますのでご注意ください。
詳しいリモートアクセスの説明は、「リモートアクセス」のリンクをクリックすると表⽰されるのでご参照ください。

ところで、データベース⼀覧の⾚枠の中に「系統的（⼤量）ダウンロードは⾏わないでください」という注意書きがありま
すね。
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「⼤量ダウンロード」とは、通常の使い⽅の範囲を越えたダウンロード⾏為を指します。

例えばプログラムや、ダウンロード⽀援ソフトを使った⾃動ダウンロードなどがそれにあたりますが、
⼿動でも⼤量にファイルを開くと、⼤量ダウンロードと判断される場合があります。
ブラウザの先読み機能などにも注意が必要です。

過去の事例として、１分間に100タイトルほど、⽂献リストのものをどんどんダウンロードしたら
アクセスが停⽌されてしまったこともありました。
出版社により判断は様々なので、注意が必要です。

⼤学全体でデータベースや電⼦ジャーナルへのアクセスが停⽌となる場合もありますので、

アブストラクトなどを活⽤して、読む論⽂だけを開く（ダウンロードする）ようにしてください。
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読みたい雑誌が電⼦ジャーナルになっているか、その電⼦ジャーナルを筑波⼤学で契約しているか、
あるいはその電⼦ジャーナルがフリーで読めるか、を確認することもできます。

検索窓の下の電⼦ジャーナルのリンクをクリックします。
リンク先のページにある検索窓で読みたい雑誌を雑誌のタイトルで検索してください。
ここでは論⽂タイトルでは検索できませんのでご注意ください。

⼀覧が出たら、必要な論⽂の年代が収録されているデータベースをクリックします。
Rのアイコンが付いていれば、リモートアクセスも可能です。
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筑波⼤学で読むことができる電⼦ブックは約4万タイトルあります。

リストから探すには、検索窓の下の「電⼦ブック」の⽂字をクリックします。
新着電⼦ブックのリストや、分野別の電⼦ブックのリストを⾒ることができます。

まとめて電⼦ブックを検索したい場合は、Tulips Discoveryを使いましょう。
画⾯上の「Tulips Discovery」のボタンをクリックすると
検索の画⾯が開きます。
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Tulips SearchやOPACの使い⽅をご説明しましたが、特徴をまとめると画⾯の図のようになります。
所蔵だけを調べるならOPAC、論⽂を探すなら論⽂データベース、
読みたい論⽂の電⼦版がないかを探すにはTulips Searchなど、
様々な状況に応じて使い分けると必要な情報に素早くたどり着くことができます。
既に探したい分野が決まっている場合には、個別のデータベースをお勧めします。

それぞれについて簡単に特徴をご説明します。
Tulips Searchは紙の図書・雑誌から電⼦ブックや電⼦ジャーナル、
個別の論⽂の情報などさまざまな形態の資料を⼀度にまとめて探すことができます。
⾃分の探すものが「図書」「雑誌」「論⽂」のどれに当てはまるかがわからないときに便利です。
ただし各データベースが最新の情報を取り込むのに少しタイムラグが⽣じますし、
細かく検索条件を絞るのは得意ではありません。

OPACは筑波⼤学でその図書や雑誌を持っているのかを検索するシステムです。
図書のタイトルや雑誌のタイトルなどで検索できますが、学術論⽂を検索する場合、
論⽂のタイトルでは検索できません。また、電⼦ジャーナルや電⼦ブックはOPACでは検索できません。

特定分野の情報や⽂献を探すのには、その分野に特化したデータベースのご利⽤をおすすめします。
各データベースの特徴を知り、使い分けることで効果がアップします。
データベース検索結果に表⽰されるTulips Linkerを利⽤すれば、筑波⼤学の所蔵を確認できます。

Googleの中でも、学術情報検索にはGoogle Scholarを使いましょう。
また、通常のGoogle検索で、著者が個⼈的に公開している論⽂等が検索できることもあります。
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次の動画では、附属図書館で所蔵していない資料を取り寄せるサービスについてご説明します。
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この動画では、筑波⼤学にない資料を取り寄せる「相互利⽤サービス」についてご説明します。
このサービスは、Inter-Library Loan Service、 ILLとも⾔います。
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まず、⽂献複写について説明します。これは論⽂のコピーを取り寄せるサービスです。

⼊⼿までにかかる時間は1週間程度、料⾦はコピー代と送料の合計になります。
依頼する機関によっては、⼿数料がかかることもあります。
また、コピーできるのは著作権法で認められた範囲に限られます。
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コピーではなく、図書そのものを取り寄せるのが「相互貸借」です。
こちらも到着までには1週間から2週間程度かかります。

費⽤は往復の送料になるので、通常の⼤きさ・重さの図書で1500円から2000円程度です。
借りられる期間は⻑くても10⽇から20⽇程度で、図書館外への持ち出しが許可されないこともあります。
持ち出しできない資料は、レファレンスデスクの対応時間内に、図書館の中で利⽤することになります。
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ILLの申込⽅法は2種類あります。

ひとつは、OPACやデータベースの検索結果からTulips Linkerを使って申し込む⽅法、
もうひとつは、レファレンスデスクに置いてある申込書に記⼊して申し込む⽅法です。
検索結果の情報が使えるので、Tulips LinkerからのWeb申し込みがお勧めです。
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他の⼤学を直接訪問する⽅法もありますが、事前の資料の確認や、紹介状の発⾏が必要な場合も多いです。
できるだけ余裕を持ってレファレンスデスクにご相談ください。

紹介状の発⾏申込は、Webフォームから⾏ってください。
なるべく訪問したい⽇の1週間前までに申し込んでください。
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図書館を使って、必要な資料を⼊⼿するための流れを簡単にまとめました。
オンラインで利⽤できるかを確認し、できない場合は筑波⼤学の所蔵を確認し、
筑波⼤学になければ他の⼤学図書館などから取り寄せることになります。

学外から検索をする場合、初めに図書館Webサイトにログインしておくことをお勧めします。
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次の動画では、様々な個⼈向けサービスや施設の利⽤についてご説明します。
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この動画では、個⼈向けサービスと図書館の施設利⽤についてご説明します。
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まず、個⼈向けサービスの「マイライブラリ」についてご説明します。
附属図書館のトップページから、13桁のIDとパスワードでログインします。
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ログインすると、このような画⾯が表⽰されます。
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「マイライブラリ」では、⾃分の予約状況を確認したり、読みたい図書が図書館になかった場合に
「学⽣希望図書申込」から購⼊のリクエストを送ったりすることができます。

また、⾃分が今借りている図書の返却期限を確認したり、貸出期間を延⻑することができます。
マイライブラリから更新の⼿続きをすれば、わざわざ本を持ってカウンターにお越しいただく必要はありません。
貸出の延⻑は3回まで可能で、⼿続きをした⽇から3週間、返却期限が延びます。

ただし、延⻑しようとしている本に他の⼈が予約をかけている場合と、返却が遅れてペナルティがついている場合には、延
⻑はできません。
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⼤学院⽣の皆さんは研究個室が使えます。
事前予約制で、当⽇午前0時から予約が可能になります。
マイライブラリから予約をしてください。

研究個室では密閉容器に⼊った飲み物は飲んでも⼤丈夫ですが、
⾷事や喫煙、通話、スカイプ等は禁⽌となっています。
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グループでの勉強をしたいときはセミナー室が使えます。プロジェクターなどの貸出も可能です。
マイライブラリからログインして予約できます。
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図書館に設置されているPCは2種類あります。
1種類⽬は全学計算機です。図書館は、学術情報メディアセンターが設置している「全学計算機システム」の
サテライトになっています。
全学計算機システムのIDは、学籍番号下７桁の先頭に⼩⽂字の「ｓ」をつけたもの、
パスワードは「1.筑波⼤学附属図書館の利⽤について」の動画で説明した全学統⼀認証パスワードです。
印刷には枚数制限があります。専攻が費⽤を負担するため、制限枚数は専攻ごとに違っています。

2種類⽬は図書館が設置しているPCです。検索やデータベース利⽤のほか、Officeソフトも使えます。
全学計算機とは別に、年間500枚まで無料で印刷できます。500枚を超えたら有料プリンタをご利⽤いただくことになり
ます。
印刷をするときと、学外のWebサイトに接続するときには認証が求められますので、
13桁のIDと全学統⼀認証パスワードを⼊⼒してください。
図書館のPCにはデータを保存することができません。
PCにデータを保存してしまうと、読みだせなくなってしまいますので、USBメモリ等をお持ちください。

図書館の中では学術情報メディアセンターの学内無線LANが使えます。
ご⾃⾝のノートパソコン・スマートフォン等をインターネットにつなぐこともできます。
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図書館内には、困ったときに役⽴つ相談窓⼝がいくつかあります。

レファレンスデスクでは図書館職員、学⽣サポートデスクでは⼤学院⽣のラーニング・アドバイザー、ボランティア
カウンターでは図書館ボランティアがご案内します。
困ったことがあったら気軽に相談にお越しいただければと思います。

そのほか、図書館では、TwitterやFacebook、広報紙「Prism」などで、
皆さんの学習・研究をサポートする情報を発信しています。

データベースの使い⽅を説明するオンライン講習会も予定していますので、
ぜひご活⽤いただければと思います。
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以上で、新⼊⼤学院⽣オリエンテーションのご説明を終わります。

ご不明の点がありましたら、お気軽に図書館にご相談ください。
Webからのご相談やご質問も受け付けています。

皆様のご利⽤をお待ちしています。
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